
 日本では「乳がん」にかかる方が、年々増えています。 

30歳から64歳の女性では、

がん死亡原因の第１位が「乳がん」です。

尼崎市でも、30代から50代の女性で、同様の傾向にあります。 

「乳がん」は、20歳過ぎから徐々に増え始め、40歳代から 

50歳代でピークとなっています。 

☆ピンクリボン運動：乳がんの正しい知識を広め、乳がんの「早期発見・早期治療」の大切さを伝える運動です。 
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「乳がん」は、早期に発見し、早期に治療すれば治る可能性が高く、自分で見て、触って、 

初期のうちに発見できる、他のがんにはない利点があります。 

この利点を活かして、自己触診してみましょう。（裏面参照） 

「乳がん」の予防には、「肥満」を避け、「適度な運動」をすることが重要です。 

しかし、すべてのがんについて言えることですが、決め手となる予防法はありません。 

定期的な検診によって、早期に発見することが大切です！！

      月に１度の自己触診とあわせて、40歳になったら、乳がん検診（マンモグラ

      フィー検査（※））を受け、ダブルでチェックしましょう。

（国は２年に１回の検診を推奨しています。） 

（※）マンモグラフィー検査では、触ってもわからないような小さな乳がんや、「しこり」を作らない 

乳がんを見つけることができます。 

尼 崎 市 保 健 所 （0 6）4 8 6 9 － 3 0 ３３ 

尼 崎 市 医 師 会 （0 6）6 4 2 6 － 6 3 3 3 

 乳がんの自己触診をしましょう 

★20歳をすぎたら、月に1度、定期的に。 

・月経が終わってから1週間以内が適しています。

・閉経後は毎月、日を決めて行いましょう。

この時期は乳房がやわらか

く安定しているので、 

しこりがわかりやすい！ 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出属元：がん予防キャンペーン大阪実行委員会)


